
公益財団法人 日本数学検定協会

平成三十一年 問題二 

最優秀解答賞 

髙橋 薫さん（静岡県西遠女子学園高等学校３年星組有志、17 歳、静岡県） 
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公益財団法人 日本数学検定協会

講 評

灯籠の並べやすさ、参拝者の動きやすさ、全体像のわかりやすさなど、現実的な配置になるよう数学的な配

慮ができています。さらに、参拝者の視線を大仏さまに誘導するような配置を考えるとともに、配置の意図を

明確に述べており、そのデザインとしての完成度を高く評価しました。 
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公益財団法人 日本数学検定協会

平成三十一年 問題二 

優秀解答賞① 

槙 愛さん（立命館慶祥中学校３年生、15 歳、北海道） 
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公益財団法人 日本数学検定協会
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公益財団法人 日本数学検定協会
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講 評 

参道と回廊への配置はシンプルなものですが、対照的に前庭に施された曲線を用いる配置が目を引きます。

お盆の時期に御先祖の供養を行うという万灯供養会の趣旨を理解したうえで、精霊馬をモチーフとした配置を

数学的に表現しており、その創造性の高さを評価しました。 
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公益財団法人 日本数学検定協会

平成三十一年 問題二 

優秀解答賞② 

佐々木 くるみさん（立命館慶祥中学校３年生、15歳、北海道） 
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公益財団法人 日本数学検定協会

講 評

参道、回廊、階段、前庭など、どこにどう配置するか、図や式を用いて明瞭に説明できています。また、計

算がしやすいような配置にしている点も、準備のしやすさに貢献しています。前庭への並べ方は幾何学的な模

様として美しいものになっており、その表現力の高さを評価しました。 
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